
◎介護実習の内容及び特徴
１ 介護実習の目的

福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、地域に
おける継続した生活を支援する知識と技術を身につけ、サービス利用者主体の生活支援に必
要な資質・能力を育成することを目的としている。多様な場における介護実習や個別ケアに関

する実習、コミュニケーションや介護技術などについて実践的・体験的な学習活動を行い、地
域における継続した生活を支援することを理解すると共に関連する技術を身に付け、介護実
践を担うために必要な資質・能力を育成する。

◇内容と履修単位数
介護実習Ⅰ ８単位 （１年、２年で履修）
「多様な介護の場における実習」 ・コミュニケーションの実践

・介護技術の実践
・多職種協働及びチームケアの理解

介護実習Ⅱ ５単位 （３年で履修）
「個別ケアを理解するための継続した実習」 ・個別的な介護技術の実践

・介護過程の実践

２ 実習段階と実習時間
年次 科 目 単位 実習段階 日 数 時 間 （小計）
１年 介護実習Ⅰ ３ 見学実習 ０ ． ５ 日 ４ 時間

基礎実習Ⅰ １４ 日 １１２ 時間 １１６時間
２年 介護実習Ⅰ ５ 基礎実習Ⅱ 22～24日 176～

含 通所介護 １92 時間 １７６～
訪問介護 １９２時間

３年 介護実習Ⅱ ５ 応用実習 22～23日 176～ １７６～
１８４ 時間 １８４時間
（合計） 468～４９２時間

３ 実習段階別実習目標及び内容
(1) 見学実習（1年次に実施）

さまざまな施設を見学することにより、施設に対する認識を深めるとともに、福祉や
介護に対する理解を深める。

(2) 基礎実習Ⅰ（１年次に実施）
校内実習で学習したことをふまえて、各実習施設の社会的使命と介護職員の役割を理解

する。また、利用者との人間的なふれあいを通じて、利用者が必要とする基本的な心身の状
態に応じた援助を理解する。施設や在宅における多様な介護を体験することにより、介護福
祉士として働く意義を知り、組織の一員としてチームワークの大切さを知る。利用者の理解
を中心に実習し、これに合わせて利用者・家族とのかかわりを通じたコミュニケーションの実
践、多職種協働の実践、基本的介護技術の確認等を行う。
［実習施設］

特別養護老人ホーム 介護老人保健施設
障害者支援施設 養護老人ホーム 通所介護施設
認知症対応型共同生活介護（グループホーム）
小規模多機能型居宅介護施設 訪問介護事業所 等
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(3) 基礎実習Ⅱ（２年次に実施）
利用者の生活の場である多様な介護現場において、利用者の理解を中心とし、これに併

せて利用者・家族とのかかわりを通じたコミュニケーションの実践、多職種協働の実践、介
護技術の確認等を重点とした実習を行う。また、通所介護を活用して在宅生活を送る利用
者の援助を体験したり、実際に利用者が生活する在宅へ訪問したりすることで利用者の多
様な生活の場について知り、多職種の役割や地域の社会資源の重要性について理解する。
徐々に利用者との直接的なかかわりが増えて行く過程で、利用者のプライバシーや羞恥心
への配慮及び守秘義務の遵守など職業倫理を実践的に理解する。
実習の後半においては利用者についてアセスメント、課題の明確化を行う。
［実習施設］
特別養護老人ホーム 介護老人保健施設 養護老人ホーム
障害者支援施設 医療型障害児入所施設 通所介護施設
認知症対応型共同生活介護（グループホーム）
小規模多機能型居宅介護施設 訪問介護事業所 等

(4) 応用実習（３年次に実施）
２年次までの校内や施設での実習で得た知識や技術を統合し、基本的な生活支援技術

を実践する中で、利用者の状況に応じた介護技術を適切に使うことの重要性を理解する。
一つの施設・事業所等において一定期間以上継続して実習を行う中で、介護計画の
作成、実施後の評価やこれをふまえた計画の修正といった介護過程の展開を体験する。
この一連の実践から利用者の尊厳とは何か、自立支援のあり方等について考える態度を
身につけ、個別的な介護技術の実践と介護過程の実践ができるようにする。また、担当
利用者との関わりの中から利用者のプライバシーや羞恥心への配慮及び守秘義務の遵
守、誠実な態度など介護福祉士の職業倫理を実践的に理解する。
そして、自分の実施した行動を自己評価する能力を養う。併せて、カンファレンス等に参加

し、介護をする上での必要な他の専門職の役割を学ぶことで、チームの一員としての介護福
祉士の役割について理解する。
［実習施設］
特別養護老人ホーム 介護老人保健施設 養護老人ホーム
障害者支援施設 医療型障害児入所施設 等

※通所介護実習及び在宅介護実習については実習期間中に施設の状況に応じて実施する。
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４ 令和７年度介護実習施設

実習施設名称 所 在 地 設 置 者

養護 〒773-0010 社会福祉法人
老人 松寿園 小松島市日開野町加々ミ松９１番１ すだち会
ホーム ℡ 0885-32-0100

〒773-0001 社会福祉法人
千歳苑 小松島市小松島町字元根井54-1 愛心会

℡ 0885-33-2040特
〒770-8012 社会福祉法人別

大神子園 徳島市大原町大神子19 すだち会養
℡ 088-663-2660護
〒773-0023 社会福祉法人老

恵光苑 小松島市坂野町字樫のべ32-1 小松島敬和会人
℡ 0885-37-3000ホ
〒770-8007 社会福祉法人｜

なつめ荘 徳島市新浜本町一丁目7番７０号 すだち会ム
088-636-1160℡

社会福祉法人地域密着型 〒770-8012
あさがお福祉会介護老人福祉施設 徳島市大原町外籠19番地1

KAGOYA LIFE 088-661-6333℡
〒770-8023 医療法人

平成アメニティ 徳島市勝占町惣田17-1 平成博愛会
℡ 088-669-0151
〒773-0015 医療法人

介 小松島名月苑 小松島市中田町字狭間４８ 栄寿会
護 ℡ 0885-33-1828
老 〒773-0021 医療法人
人 ライフ慈友館 小松島市赤石町14番地27 慈友会
保 ℡ 0885-38-1700
健 リハビリセンター 〒771-0129 社会医療法人
施 グリーンTAOKA 養生園徳島市川内町北原31-3
設 ℡ 088-678-5555

社会福祉法人〒770-8008
愛心会ロイヤルヘルスケア 徳島市西新浜町２丁目３番３３号

℡ ０８８－６６３－８８１１
〒770-0865 医療法人

平成苑 徳島市南末広町４番５７号 喜久寿会
088-655-0180℡

〒770-8012 社会福祉法人
グ あさがお 徳島市大原町外籠４７番地の１ あさがお福祉会
ル ℡088-663-3101
｜ 社会福祉法人〒773-0015
プ 愛心会青 空 小松島市中田町字新開52番地

0885-35-1355ホ ℡
〒770-8008 社会福祉法人｜

たんぽぽ 徳島市西新浜町２丁目３番３３号 愛心会ム
℡ ０８８－６６３－８８１１

徳島赤十字 〒773-0015障害者
小松島市中田町新開４－１ 日本赤十字社支援 ひのみね医療療育センター

徳島赤十字 ℡ 0885-32-0903施設等
ひのみね医療療育センター
附属支援施設
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５ 令和７年度介護実習日程


